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　近年、子ども達の性行動の低年齢化や性行動が深

まる期間の短縮化が指摘されている1)。高校３年生

での性交経験率は男子３５.７％、女子４４.３％との報告

もある2)。性に関する知識が不十分なまま性交体験

が進めば、性感染症や望まない妊娠及び妊娠中絶の

リスクが高まる可能性は大きい。人工妊娠中絶率

（女子人口千対）は、平成元年の総数が１４.９であるの

に対して２０歳未満は６.１、平成１５年の総数１１.２に対し

て２０歳未満は１１.９と２０歳未満の中絶率は約２倍に増

加し、全中絶数の１３.０％を占めている3)。性感染症に

ついては、クラミジア陽性は全体分娩が３.５％であっ

たが、１０代で分娩した者は２０.４％と有意に高い率が

報告されている4)。このような現状についてHIV感

染症/エイズの関連で専門家や関係者はさまざまな

問題提起を行っているが、まだ世論を動かす程の力

とはなっていない5)。

　１０代の妊娠中絶に関しては、１０代妊娠の７０％近く

が人工妊娠中絶を受けているとの報告3) や、１０代妊

娠者の分娩例の１０.２％が中高校生で、中絶例では

４７.８％が中高校生であるとの報告もある6)。さらに、

１０代妊娠の８２％が避妊を行っておらず 7)、１０代妊娠

者のパートナーの有職状況を分娩例からみると

８４.７％が定職者であるが、中絶例では３０.４％である7)

ことから、中高校生または無職の若者同士の避妊し

ない性交から生じる望まない妊娠や中絶などの姿が

浮かび上がる。このような避妊意識や正確な避妊方

法の知識の欠如は、望まない妊娠を反復する結果と

なり、早い時期からの性教育の必要性を痛感すると

共にこのような問題を広く社会に訴える必要がある

と考える。　

　そこで、本研究ではこのような子どもたちの実態

に見合った性教育のあり方を検討するために、石川

県Ａ町の思春期にあたる小学校５，６年生と中学生、
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　子どもたちの実態に見合った性教育のあり方を検討するために、石川県Ａ町の思春期に
あたる小学校５，６年生と中学生、その保護者、および小中学校の教員を対象に、性に関す
る意識調査を行った。子どもたちは学年が上がるにつれて家族と性に関する話をしなくな
り、その傾向は男子の方が顕著であった。性の話を意識的に行う親は、小学生で約１割、
中学生になると３割弱であった。いずれも、女子の親の方が多く話をしていた。性に関す
る情報の入手は、小学生の間は親や授業から得ていた。中学生になると友だちから得る割
合が増えていた。しかし、親は子どもたちが性に関する情報を友だちや本・雑誌から得て
いると考えている割合が多く、親子の間に、認識のズレがみられた。教師は子どもたちが
本・雑誌、友だち、テレビやインターネットから性に関する情報を得ていると考えていた
が、インターネットから性に関する情報を得ている子どもはほとんどいなかった。また、
子どもがインターネットから性に関する情報を得ていると考える小中学生の親は１割以下
であった。
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その保護者、および小中学校の教員を対象に、性に

関する意識調査を行ったので報告する。
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　Ａ町の小中学校に在籍する小学５年生２９２名のう

ち回収数２８２名（回収率９６.２％）、小学６年生２９４名の

うち回収数２８８名（回収率９８.０％）、中学１年生２９３名

のうち回収数２７２名（回収率９２.８％）、中学２年生２９４

名のうち回収数２７６名（回収率９３.９％）、中学３年生

２９６名のうち回収数２８２名（回収率９５.２％）である。小

学校保護者１５０７名のうち回収数１１４６名（回収率

７６.０％）で平均年齢は３８.３±４.９歳、中学校保護者８８３

名のうち回収数６１４名（回収率６９.５％）で平均年齢は

４２.４±４.１７歳である。小中学校の教員１５８名のうち回

収数１４４名（回収率９１.１％）である。（表１）
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　調査は、齋藤ら8) の性に関する親子の会話の調査

や町田ら9) の小学生とその保護者への調査を参考に

調査用紙を作成した、自記式質問紙法による実態調

査である。

　質問内容は、小中学生には、思春期でのからだや

心の変化について、「だれと話すか」、「どのようなこ

とを悩んでいるか」、「情報をどこから得るか」につ

いてである。「どのようなことを悩んでいるか」、

「情報をどこから得るか」については複数回答可と

した。保護者には「子どもと性に関連した話をする

か」「子どもたちは性に関する情報をどこから得て

いると思うか」「学校で行われている性教育に関心

はあるか」「学校で性教育を行って欲しいか」につい

てである。「子どもたちは性に関する情報をどこか

ら得ていると思うか」の項目については複数回答可

とした。教職員には「子どもから性に関する相談を

受けたことはあるか」「子どもたちは性に関する情

報をどこから得ていると思うか」「思春期の問題や

性教育のあり方についての意見」である。「子ども

たちは性に関する情報をどこから得ていると思う

か」の項目については複数回答可とした。

　調査期間は平成２０年１１月の１ヵ月である。
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　統計的解析にはコンピュータソフト SPSS for  

Windows Ver. 12.0を使用し、割合比較には�2検定

を行った。自由記述については研究者間で内容を検

討し、カテゴリーごとの分類を行った。
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　調査全体は石川県Ａ町の次世代育成プランの前期

５年分の評価と後期行動計画に向けての提言を行う

ための受託研究であり、本研究はその一部である。

竹俣　由美子　他
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回収率（％）回収数

149男子
５年生

小学生

96.6 282132女子
1不明

142男子
６年生 98.0 288146女子

0不明

154男子
１年生

中学生

92.8 272116女子
2不明

135男子
２年生 93.9 276139女子

2不明

150男子
３年生 95.2 282131女子

1不明

平均年齢
38.3±4.9276.0 1146小学校

保護者
42.4±4.1769.5 614中学校

勤務年数 
（1～38年）18.7±10.895.0 96小学校

教師
（1～45年）17.8±10.484.2 48中学校



したがって対象者への依頼はＡ町と研究者の両者に

よって行った。

　調査への同意は、各対象者に対して、回答は自由

であり、回答の有無によって不利益が生じないこ

と、また質問紙への回答は無記名でありデータは統

計的に処理され個人や学校が特定されることはない

こと、データは本研究室の鍵のかかる棚に厳重に保

管され、研究終了後は粉砕処分されることを書面で

説明した。小中学校の児童生徒は学校の学級指導の

時間に記入し、回答の自由が保障されるように担任

教師に対して回答場面を見ないように依頼した。記

入後は封筒に入れ封をして回収を行った。保護者へ
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の質問紙は児童生徒に持ち帰らせ、記入後は封筒に

入れて封をして回収した。教員も封筒に入れて学校

で回収した。いずれも個人が特定されないように、

密封のままＡ町を通して回収し本研究室で開封した。
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　男子では学年が進むごとに性に関して親と会話す

る者が減少し、特に中学３年生は親と話さない者が

増加していた（�2 =１０９.１８，df =１２，ｐ＜.００１）。

　性に関することを父親と話す者の割合は学年を通

して大きな変化はみられず、２０％程度であった。母

親と話をする者は、小学５年生が最も多く、学年が

進むにつれて減少し、家族の誰とも話さない者の割

合が有意に増えていた。
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　女子では父親と話す者はほとんどおらず、母親と

は学年を通して多くの子どもが話をしていた。しか

し、中学２年生以降ではやや減少し有意差がみられ

た（ｐ＜.００１）。
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�������（図３～

７）

　保護者の回答は父親１１０名（６.２％）、母親１６６４名

（９３.３％）、祖父母等９名（０.５％）で、回答のほとん

どは母親からであった（図３）。

　親は第一子の子育ての場合には、あらゆることを

子どもと共に初めて経験することになるが、第一子

が小学校低学年の親は子どもと性について話をして

いる者は６.４％、高学年の親は１３％、中学生では

２８.６％、高校生では２５.８％と第一子の学年が高くな

るにつれて話をしない者の割合は減少していた（�2

 =１０５.０４，df =６，ｐ＜.００１）（図４）。小学生の親と

竹俣　由美子　他

156

247

238

1026

.01 .001

�������	
��
��������

�������	
���
�



中学・高校生の親の間には有意差がみられた（ｐ＜

.００１）。これを子どもの性別で比較すると、小学校低

学年の親では有意差はみられなかった（図５）。小

学校高学の女子の親は話をするものが多く有意差が

みられた（ｐ＜.００１）（図６）。中学生の親では、話

す者とどちらでもないと回答した者の間に男女間の

有意差はみられなかったが、話をしないと回答した

者は男子の親に多かった（ｐ＜.０５）（図７）。高校生

の親では子どもの性別による違いはみられなかった

（図８）。　
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　性に関する情報の入手源では５年生の男子は、母

親からが最も多く２９.５％、父親からは２４.２％、授業か

らは２２.８％であった。６年生では授業からが２６.８％、

母親からは２３.８％、友だちからは２３.２％の順に高い

割合を占めていた。中学１年生では友だちが２５.０％

と最も多く、次いで母親が２０.３％、父親が１９.０％で

あった。中学２年生では友だちの割合が多くなり

３１.９％、先輩からは１３.３％、母親・父親からは１１.１％

竹俣　由美子　他
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であった。中学３年生になると友だちが最も多く

２７.３％、次いでインターネットが１３.３％、本や雑誌が

１１.３％となっており、年齢とともに性に関する情報

の入手源が異なっていた。
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����（図１０）

　性に関に関する情報の入手源は５年生の女子は母

親からが５６.１％と最も多く、授業からは４９.２％、友達

からは２２.７％であった。６年生でも母親が５８.２％、

授業からは３２.９％、友だちからは２８.８％の順となっ

ていた。中学１年生でも母親が最も多く４５.７％で、

ついで友だちからが３３.６％、授業からが２３.３％であ

り、中学生になると授業の割合と友だちからの情報

の割合が逆転していた。中学２年生になると、男子

と同様に友だちからが３５.３％と多く、母親からは

２１.６％、本や雑誌からは１４.４％で、授業の割合が

７.９％に減少していた。中学３年生では友だちから

の割合は男子よりも多く４１.２％であったが、母親か

らの割合も多く３２.８％、本や雑誌からは１２.２％であ

り、授業はわずか５.３％であった。
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　親が考える子どもの性情報の入手源は、小学校

低学年の親はテレビが６０.５％、友だちは５９.９％、本や

雑誌が３２.１％の順に多く、高学年の親もテレビが

５７.９％、友だちが５５.５％、本や雑誌からが３３.９％と回

答していた。中学生の親は友だちが６２.２％、授業か

らが５１.２％、テレビが４８.０％の順に多いと考えてい

た。高校生の親は友だちが８０.１％、次いで本や雑誌

が５５.１％、授業が４７.９％と考えていた。
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　小学校教師は、子どもが性に関してテレビ・本や

雑誌が９０.６％、友だちが８０.２％、インターネットが

６３.５％の順に情報を得ていると考えていた。中学校

教師は友だちが９３.８％と小学校教師より多く（p＜

.０５）、テレビを性に関する情報の入手先と考える教

師は７０.８％で小学校教師より少なかった（p＜.００１）。

本や雑誌からが８７.５％で、小学校教師との有意差は

みられなかったが、インターネットが８１.３％と小学

校教師よりも多かった（ｐ＜.０５）。教師は親と同様

にテレビ・本や雑誌、友だちから情報を得ていると

考えていたが、インターネットから情報を得ている

と考える教師が多く、親と相違がみられた。
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　男女とも年齢が高くなるにつれて性に関する会話

を家族としなくなるが、特にその傾向は中学２年生

を境にして顕著であった。しかし、それまでは男女

ともに母親との会話は多くみられており、中学１年

生までの子どもにとって母親は性に関する情報源と

いえる。しかし、その母親は子どもと性ついての話

しをしているとの意識は低く、子どもは本や雑誌、

テレビや友だちから性の情報を得ていると考え、子

どもとの間に意識の隔たりがみられる。このことに

ついては、子どもからの性に関する相談が一時的で

あったり、質問の内容があいまいな表現であること

などから、親にとっては性の話と捉えられないこと

が多い10) といったことや、今回の調査に回答した保

護者の年代が受けてきた性教育が、女子だけを対象

にした初経指導が中心11) であることを考えれば、親

自身が子どもからの性についての問いかけや親自身

の対応を性教育と意識していないことが考えられる。

また、性に関した話を子どもがした場合、母親は男

子に対しては「話題を変える」「適当に嘘を言う」

「大きくなったらわかる」と答えている場合が多く、

女子に対しては「まじめに本当の話をする」と答え

た場合が多いという報告8) などから、性の異なる男

子の場合は母親と、性に関した話をしなくなること

も考えられる。

　女子では、母親と性の話をする割合は、小学校

５，６年生、中学１年生では約８５％、中学生２，３年

生では約７０％と高い割合を占めてはいるが、学年と

共に減少している。これは小学生の女子の性に関す

る興味が「思春期に関すること」や「初経」が最も

多く、ついで「性交」「エイズについて」であり12)、

中学生になると「性感染症」や「性交」「男女交際」13)

といったように、子どもの興味がからだに関するこ

とから男女関係に変化していくのに対し、小学生の

親が子どもに教える内容は「男女のからだの違い」

や「二次性徴」が高い割合を占め、「性感染症」や

「性交」の話題は少ない10)。といったことによるも

のと考える。また、中学生の親では、性に関する会

話は初経指導が中心で、中学生の女子が望んでいる

内容とは大きく異なる8) といったことから、中学生

になると性に関する情報源として母親を選ぶ割合が

減少するものと考えられる。
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　近年、姉妹のような母娘が増加したといわれるが

「性・異性関係について」の会話は気軽に話せない

との報告14) もあり、今回の調査でも母親自身が子ど

もにとって性の情報源であると考えている割合は少

ない。

　子どもは、性に関する情報や知識を母親からの得

たいという気持ちはあるが、母親はそれに対して十

分に対応が行えていないことがうかがえる。

���������	
��
�

　初めてのデート経験の平均年齢は男女とも１４.５歳1)

との報告もあり、男女交際のあり方や性行動につい

ての早期教育の必要性を痛感するが、中学生になる

と家族と話をしない者が増え、学校の授業から情報

を得る者も急激に減少している。このような実態に

対して小学校教師は子どもたちの４４.８％は授業から

性に関する情報を得ていると考えており、中学校教

師は２７.１％と考えてる。中学校教師の回答から中学

校で行われている性に関する授業が子どもの実態に

見合っていないと考えている教師が多いことを示唆

するものである。子どもの性情報の入手源は小学

生の間は母親、授業であるが、中学生になるとそれ

らと入れ替わるように増えるのが友人からの情報で

ある。子どもたちによく読まれているものは「男子

はマンガ、女子はファッション誌」だとの報告があ

る15)。齋藤らは高校生の購読頻度の高い雑誌の性に

関する記載を調査し、それらの雑誌には「興味本位

の性描写」や「SEXの体験談」が多くのせられてお

り、「性衝動をあおる」描写で医学的信憑性の低い

内容であることを指摘している16)。このように　友

だちの間の情報源は雑誌やコミック誌であり、これ

らに描かれている恋愛や性描写では、性において男

性が攻撃的、女性は受動的といったステレオタイプ

のジェンダーバイアスに基づいた性差別的な考えが

強く、恋愛即性交といった恋愛観であり17)、子ども

たちが健全な性意識を形成することを妨げるもので

あると考える。今回の調査結果からも、親や教師の

多くが、子どもは友だちや本・雑誌から性情報を受

け取っていると考えており、危険な状況に置かれて

いることを認識している。しかし、このような実態

に見合った十分な指導を実施していないということ

は、現代の子どもたちを取り巻く商業的な性情報環

境を容認しているものであるとも考えられる。

　一方、中学生や高校生の親の約半数は、授業から

子どもが性情報を得ていると考えているが、子ども

たちは中学生になると授業から性情報を得ていると

回答した者は１割にも満たず、大人と子どもの間に

は大きな認識のズレがある。石沢ら18) の調査では中

学生の親の６０％が学校で行われている性教育の内容

についてはだいたい知っていると答えているが、齋

藤ら16) の調査によれば、対象は高校生ではあるが、

子ども達が雑誌に期待する内容としては「正しい避

妊法」７２.６％、「性感染症について」６２.５％であった

との報告がある。しかし、実際には学習指導要領に

基づけば、こういった内容は学校の授業では十分に

扱われておらず19-21)、子どもが期待する性情報と授

業の内容の間には隔たりがある。加えて、このよう

な実態に対する親の認識はさらに低いものと考える。

　親や教師は、子どもがおかれている性情報環境と

その実態に関心をもち、それが子どもたちのセク

シャリティ形成にどのように影響するのかを真剣に

考え、子どもたちの実態に合った性教育を家庭と学

校の間で連携しあって構築し子どもの健全な育ちを

支えていくことが必要である。
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　小学校高学年の子どもにとって母親は性に関する

情報源として選ばれているにもかかわらず、母親自

身はそのように認識してはいない。このことは母親

が子どもの性に関して知識が不十分なため子どもと

性に関する話を避ける傾向がある22) といったことを

示すものであり、性教育の講演を聞いた後では性交

や避妊方法、人工妊娠中絶などについても説明でき

ると答える親が増える23) ことからもうかがえる。ま

た、母親は子どもの心身の変化を目のあたりにしな

がらも、自分の子どもの発育を遅く考え、対応を先

送りにしようとする傾向がある24) との報告もあり、

母親が性について学ぶ機会を持つことは重要である

と考える。学校では、年に数回授業参観後に保護者

懇談会があり、その際に講演会を企画するなど、ま

た生涯学習の一環として家庭教育がどの学校でも設

けられているが、このような機会をとらえ、親が意

識的に性に関して学ぶ機会を設けることが必要であ

ると考える。そうすることで、母親と子どもの日々

の会話の中で性に関する事柄が増え、子どもの心身

の変化が現れた際に機を逃さず性教育を行えるよう

になると考える。
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　高校生の性知識と情報源の調査によると、排卵の

時期や人工妊娠中絶が可能な週数、避妊などの望ま

ない妊娠を防ぐ項目の正解率は低く、このような情

報源は友だちや先輩からが中心である25)。本調査で

も、中学生になると性の情報源は母親や授業からで

はなく、女子では圧倒的に友だちからとなり、男子

竹俣　由美子　他



では、年齢が上がるにつれ、情報源は友だち、そし

て本や雑誌、インターネットといった商業主義的な

ものに移行している。商業主義的な性情報は不正確

なもの、さらに恋愛至上主義で恋愛即性交といった

ように子どもの性行動をあおるものが多く17)、そう

いった情報を共有しあい、無批判に理解していくこ

とは、子どものセクシャリティー形成を貧困にする

と考える。文部科学省では情報化社会を生きる子ど

も達に必要な能力の育成として「メディア・リテラ

シー教育」を進めている2７) が、メディア・リテラシー

教育の重要な視点としては、メディアをクリティカ

ルに理解することをねらう2８) ものであり、今後、さ

まざまな情報の中で生きる子どもたちが、性を始め

とする情報をクリティカルに理解する力をつけてい

くことは重要であり、性情報に関する課題をメディ

ア･リテラシー教育でも取り上げていくことが必要

であると考える。
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　本研究は、子ども達の実態にあった性教育のあり

方を検討するために、石川県Ａ町の小学校５，６年

生と中学生、その保護者、及び小中学校の教員に性

に関する意識調査を行った結果、以下のようなこと

が明らかとなった。

１．思春期の子どもは学年が上がるにつれて性に

関する話を家族としなくなり、その傾向は男子

の方が顕著である。また、小学生の間は性の情

報を親や授業から得ているが、中学生になると

友だちから得る割合が増える。

２．性の話を意識的に行う親は小学生の場合は１

割程度であるが、子どもが中学生になると約３

割に増え、女子の親の方が、子どもが小学校高

学年、中学生の年齢では性の話を子どもとして

いる。また、親は子どもたちが性に関する情報

をテレビや友だち、本・雑誌から得ていると考

えている。

３．教師は子どもたちが性に関する情報を友だち

や本・雑誌、テレビ、インターネットから得て

いると考えている。

　以上から、性に関する親子の会話では、子どもの

認識と親の認識にズレがみられた。また、性情報の

入手方法においても親や教師と子どもの間には認識

のズレがみられた。子どもの実態にあった性教育を

行うためには、性に関する会話が成立する小学生の

間から、親や教師が意識的に子どもに性について話

すことが必要であることが示唆された。
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Yumiko Takemata,  Rumiko Kimura＊

　

Abstract

　This study conducted a survey of public perception to discuss sex education 
among the current adolescents and adults.  Subjects are　adolescents who are in 
the fifth and sixth graders of a elementary school　and junior high school students，
their parents and teachers from the elementary schools and junior high schools 
from one city of Ishikawa Prefecture.
　The survey revealed that adolescents have a tendency not to discuss this issue 
with their family as they become older, and it is particularly prominent among male 
students.  However, about 10 percent of the parents who have elementary school 
children think that they talk about this matter consciously, and this rate is less 
than 30 percent for the parents whose children go to junior high school.  If the 
children are in a higher-grade at elementary school and junior high school, the 
parents of the female students have more tendencies to talk about sex.
　The elementary school children get most of the information from their parents 
and teachers, and junior high school students get them from their friends rather 
than parents.  However, parents think that children get the information about sex 
from their friends, TV program, books and magazines.  Teachers think that children 
get the information about sex from their friends, TV program, internet, books and 
magazines. But few children get the information from internet. 
　As mentioned above, there are perception gaps between children and their 
parents about the conversation and how to get the information.


